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知的財産権法の
改正の動向について

　今回は、韓国における、特許法及び意匠法
の改正の動向を紹介します。

─「特許法の改正について」
　2014年６月11日に公布、2015年１月１日か
ら施行される、特許法の一部改正の内容を紹
介します。
　１）特許請求範囲記載の猶予と出願日の先
占制度
　韓国には、特許請求範囲を記載しなくても
特許出願書と明細書のみ記載して出願でき、
出願日を確保できる制度があります（2007年
７月１日施行）。今回の改正では、発明者な
どを記載した出願書に、発明を再作成せず、
論文内容を明細書に記載して提出できること
を明確にしました（特許法42条の２新設）。
よって、出願日先占のための出願増加が予想
されます。
　そして請求範囲を記載して補正できる期間
は、韓国語翻訳文の提出期間との衡平性など
の問題から、最先日から１年６ヶ月から１年
２ヶ月以内になりました。その期間内に補正
しない場合は、みなし取り消しとなります。
　２）外国語出願制度の導入（特許法第42条
の３新設など）
　PCT出願以外は、今までは韓国語のみの
出願だけ認めていましたが、今後外国語（現
段階では英語のみ）での出願ができるように
なります。
　最先日から１年２ヶ月以内に韓国語翻訳文
を提出しないとみなし取り下げとなるなど、
日本の外国語書面出願制度に似ていますが、
韓国においては、上記１）の制度を利用すれ

ば、請求範囲を記載せず英語論文を記載した
明細書だけで、出願日の先占ができることに
なります。
　例えば、米国での出願日の確保のため、英
語明細書の作成を優先する韓国企業も活用す
ると予想されます。
　３）外国語出願の明細書の補正・訂正の基
準の緩和
　国際特許出願において、現在、補正の範囲
は韓国語の翻訳文です。今後、国際特許出願
を始め、英語による出願の明細書の補正訂正
の範囲が次のように変わります。
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　概ね、日本と同様と理解していいでしょ
う。
　４）国際特許出願の翻訳文提出期間延長制
度の導入（特許法第201条）
　現在、韓国においては、国内書面提出期間
は優先日から２年７ヶ月で、日本のような翻
訳文提出特例期間は認めておりません。しか
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し、今後は、国内書面提出期間（優先日から
２年７ヶ月）満了日前の一ヶ月から満了日ま
でに、所定の書面を提出した場合、国内書面
提出期間満了日からひと月となる日までに、
翻訳文を提出できるようになります。
　日本では翻訳文提出の特例制度を利用する
場合は、国内書面提出日から二ヶ月以内に翻
訳文の提出が可能である一方、韓国では国内
書面提出日と関係なく、国内書面提出期間満
了日からひと月となる日まで延長されます。

─「意匠法（デザイン法）の改正について」
　2014年７月から施行された意匠法のポイン
トを紹介します
　１）従来の類似意匠制度を廃止し、日本の
制度と類似する、関連意匠制度が導入されま
した（デザイン法第35条）。
　２）意匠件の存続期間は、設定登録日から
15年が、意匠登録出願日から20年となりまし
た（デザイン法第91条）。
　３）一部審査登録出願対象物品の修正及び
複数意匠登録出願制度の改正
　まず、関係する韓国の意匠出願制度を簡略
に説明します。
　韓国には審査登録出願と一部審査登録出願
というものがあります。
　登録要件を全部審査する審査登録出願が原
則ですが、特定類に属する物品については、
登録要件の中の一部のみを審査し、これを一
部審査登録出願といいます。
　また、複数デザイン登録出願という制度も
あり、複数のデザインを一つの出願としてで
きます。
　今回の改正では、一部審査登録出願の対象
物品を見直し、ロカルノ基準第２類（衣類や
ファッション雑貨用品）、第５類（繊維製品、
人造及び天然シート織物）、第19類（文房具、
事務用品、画材、教材）に属するものとなり
ました（デザイン施行規則別表４）。
　さらに、従来は、複数デザイン登録出願

は、一部審査登録出願の対象物品に限って20
個以内のデザインを一つの出願として出願す
ることができましたが、今回の改正により、
審査登録対象物品なのか一部審査登録出願対
象物品なのかに関係なく、同一類に属する物
品については、100個までのデザインを一出
願として出願できるようになりました（意匠
法第41条：複数デザイン登録出願）。
　４）ヘーグ協定による国際出願及び国際デ
ザイン登録出願導入
　さらに韓国が意匠の国際登録に関するヘー
グ協定に加入したことに伴い、一つの手続き
で、複数の国に意匠出願ができる国際登録制
度が導入されました。
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